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１．活動の経過 

年月日 事項 摘要 

2011. 5.13 第1回実行委員会設立準備会 開催趣旨書、実施内容ほかの検討 

2011. 6.29 第2回実行委員会設立準備会 実施体制、実施予算ほかの検討 

2011. 7.19 実行委員会設立総会 事務局の設置、役員の選出ほかの検討 

2011. 7.19 第1回実行委員会 実施体制、費用弁済ほかの検討 

2011. 8.25 第2回実行委員会 ｻﾐｯﾄ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、ﾎﾟｽﾀｰ展示ほかの検討 

2011. 9.13 第3回実行委員会 イベント、会場･受付ほかの検討 

2011. 9.27 第4回実行委員会 広報、交流会ほかの検討 

2011.10.18 第5回実行委員会 講演要旨集、会計ほかの検討 

2011.11.15 第6回実行委員会 準備作業の確認 

2011.11.20 全国アマモサミット2011 大阪･海遊館でサミット開催 

2012. 1.17 第7回実行委員会 収支報告、実行委員会解散決議ほか 

 

２．実行委員会 

 アマモ種子バンク、環境教育技術振興会、釣り文化協会の３団体で実行委員会設立について

協議し、｢全国アマモサミット2011｣実行委員会設立趣旨書を作成し、概略の実施内容、予算を

確認した上で、2011年7月19日に設立総会を開催し、正式に実行委員会を立ち上げた。 

 



(1) 会則 

 当初は会則のない、自由に出入りできる緩やかな組織としたが、後援、協賛ほか対外的に働

きかけるには必要ということで、最小限の条項で会則を決めた。 

 

 
 

(2) 実施体制 

 事務局にプログラム、展示ほか７つのＷＧで具体的な内容を検討し、実行委員会で協議、決

定していった。また、実行委員会メンバーのほかに、趣旨に賛同し、協力して頂けるボランテ

ィアスタッフには各ＷＧでの作業を随時お願いした。 

 



(3) 実行委員会 

実行委員会は月1回のペースで開催し、実施内容を順次決めていった。 

なお、委員会は当初は貸し会議室を利用していたが、第2回実行委員会以降は国土交通省大阪

港湾･空港整備事務所会議室を無償で使用させて頂いた。 

   

 第1回(新大阪丸ビル本館)         第6回(大阪港湾･空港整備事務所) 

 

３．｢全国アマモサミット2011｣開催会場 

 海遊館が特別企画展｢ちいさな海のいきものたち かわいい！コレクション｣で、アマモ水槽

を設置し、海の小さな生き物たちのかわいい素顔にスポットを当てた展示をアマモサミット開

催時期に行っていることもあり、サミット開催会場として海遊館ホールを無償で貸与して頂く

とともに種々の便宜を図って頂いた。 

 なお、全国でアマモ場再生活動を行っている諸団体のポスター展示、特別企画｢アマモスケッ

チの展示と塗り絵コーナー｣、受付などの配置は以下のようにした。 

 

 

４．主催関係 

(1) 主催 

 ｢全国アマモサミット2011｣実行委員会 



(2) 共催 

 アマモ種子バンク、環境教育技術振興会 

(3) 後援 

 国土交通省近畿地方整備局大阪港湾･空港整備事務所、環境省近畿地方環境事務所、洲本市、

大阪湾再生推進会議、(財)ひょうご環境創造協会、全国漁業協同組合連合会、由良･生石研究村 

(4) 協賛 

 未来守りネットワーク、東翔建設㈱、コーセー化粧品販売㈱神戸支店 

(5) 協力 

 海遊館、釣り文化協会、大阪湾見守りネット、国立公園成ヶ島を美しくする会、 

ジーオーシャン、神戸市立須磨海浜水族園、りんくう沿岸漁業振興連絡会、ラッシュジャパン、

江井ヶ島漁業協同組合、赤穂市漁業協同組合、新庄漁業協同組合、海のいのちクラブ 

(6) 助成 

 ｢全国アマモサミット2011｣は、大阪府より大阪府環境保全活動助成金および一般財団法人み

なと総合研究財団より平成23年度未来のみなとづくり助成(港･海辺活動)を受けて実施した。 

 

５．｢全国アマモサミット2011｣プログラム 

  

 

６．講演･発表 

(1) 参加者 

一般来場者 127 人、講演･発表者 40 人、スタッフ 31 人の合計 198 名で、目標の 200 名にほぼ

達した。 



 

(2) 講演およびパネルディスカッションでの質疑 

1) 一般講演 アマモ場の保全･再生活動(1) －学校、市民団体、NP0 による取組み－ 

①由良湾アマモ場の生きものたち  

花野晃一（国立公園成ヶ島を美しくする会） 

 

Ｑ．漂着ゴミの清掃、潮干狩りなどによりアマモ場が再生したとしているが、それら活

動により透明度など海の環境が良くなって再生したと想定されるが、海域環境のデ

ータはありますか？ 

         →今回発表したことに関わるデータは検証データも含めて全てあります。あとで資

料をもらって下さい。 

→環境省も由良湾で毎年モニタリング調査を行い、生物多様性センターのホームペ

ージで公開しているので参考に。 

→その調査を現地の人間が知らないのはおかしい。避けて通るというのは？ 

→地元の方々の地道な活動には頭が下がりますが、環境省のモニタリング調査も 5

年継続しており、専門的な立場の人間と地元の方とのつながりも、昨日の淡路島

由良アマモ見学ツアーの参加者からしてようやくできてきたのでは？ホームペー

ジを開いて、海洋生物などに一度目を通して下さい。 



②大阪湾のアマモ場を通した活動報告  

延岡爽、帰山拓己（大阪コミュニケーションアート専門学校） 

 

Ｑ．次世代への継承は大事だと思います。そこで、活動をされていて、うれしい、楽し

いと感じるのはどんな時ですか？また、子ども達がどういう場面で一番反応が大き

いですか? 

         →事前学習で実際にもぐり、多くの生き物を見出し、実感する時、また、子ども達

が興味を持ってくれ、話を聞いてくれ、正しいことを行っているのだと思える時

などです。 

Ｑ．大阪湾では冬場は北風が強く、アマモ場は水深の浅いところにあり、風波の影響を

受け、砂が動くなどの影響を受けるのでは？ 

         →シートを付けて苗を植えていることで対応していると考えているが？ 

         →波が立ちやすい場所などで、アマモ場が永く維持されることを考えていって下さ

い。 

Ｑ．小学校と専門学校との枠組み作りはどうされているのか？教育委員会などを通して

いるか? 

 →学校から連絡を受けてやっている。対応は担当していないので、お答えできない。 

         →教育委員会は関与していません。見守りネットを通じて小学校を紹介されて、そ

れでＯＣＡに紹介して連携して行っている。 

Ｑ．小学生が移植したアマモを実際にはみれない。自分達がやったことの成果がみえな

いと失望するのでは？そこで、アマモ場はこんなに豊かなんだということを、成ケ

島ほかのアマモ場を先にみて知ることが肝要では？ 

         →小学生がみれないのは確かに。しかし、アマモを少しでも知ってもらい、子ども

達が大きくなった時にアマモ場再生活動に参加してもらえればと考えている。 

         →豊かなアマモ場をみることは大事だということ、そのとおりと思う。目標として、

機会があれば成ケ島に行きたい。 

③アマモ in 西鳥取  

前田ゆきみ（阪南市立西鳥取小学校 ） 

Ｑ．年間の学習時間は？ 

         →総合的学習の中での環境の時間は 4～5 回で 12～13 時間ほどで、少ない年で 5～6

時間ほどです。海に近いということで、子ども達は常に海に接しています。 

Ｑ．1～6 年の各学年がそれぞれの課題で環境学習を行っているが、前田先生のみで行っ

ているのか？ 



 

→NPO 法人などの指導を受け、別々の担任の先生が行っている。調整はしています。 

Ｑ．理解のない校長が来た場合、横浜でも先生方が苦しんでいるのをみますが、担任の

先生は大変だろうなとおもいますが？ 

         →里海公園、漁協が関わって教育委員会活動に協力していますので、理解のない管

理者はいません。同僚の場合、育てながら指導していくようにしています。 

④アマモマーメイドプロジェクト 

福井県立小浜水産高等学校 ダイビングクラブ 

 

Ｑ．撒き餌をして釣りをしていたことを反省している。30 年前にはあまもはビッシリだ

ったのに。そこで、壊した環境を元に戻すには、釣り人がどう行動すればよいでし

ょう？ 

         →釣り人がどうしたらよいか？初めて聞きました。詳しく調べて連絡したいと思い

ます。 

2) 特別講演 豊かな藻場(もば)を取り戻せ！ 〜全国に広がる磯焼け対策の紹介〜   

桑原久実（独立行政法人水産総合研究センター 水産工学研究所） 

Ｑ．東日本大震災で、引き波によりアマモ場が流失しているとのことですが、残ってい

る場所もあるとか。どんな場所で残っているのか? 

         →現在、水産基盤グループで解析中で、もう少し時間がかかります。 

Ｑ．植食動物による食害を、ウニフェンスで防止することで、群落として安定するか? 

 



 

         →100m×100m でもあっという間になくなる。ウニフェンスを張ることで、磯焼けに

向かう傾向が薄れること、また、100m×100m の藻場を複数配置することで、ウニ

フェンスなしで防げないかをこれから挑戦していく。 

Ｑ．海の対策も、森とか陸上に似たものがあるということ？ 

         →藻が生えない原因を理解し、対策を考える。できるだけつづけられる対策を考え

たい。 

 3) 一般講演 アマモ場の保全･再生活動(2) －漁業者、行政による取組み－ 

⑤大阪湾を魚庭(なにわ)の海に戻そう －泉南の海でアマモを増やす－ 

赤井重雄（りんくうタウン沿岸漁業振興連絡会 泉佐野漁業協同組合） 

 

Ｑ．播種シートを同じように製作し、各海域で違いがある場合、環境条件にどんな違い

があったのか？ 

 →確かにうまくいっていない海域では 5 年間×ですが、自分達で捻出したお金で、

自分達の浜になんとかアマモ場をと粘り強く行っている。 

     →種子の成熟度が違い、当年度に発芽しないものも 2 年後、3 年後に発芽し、死ん

でいるわけではないので、種子の発芽率の差異は気にしていない。 

     →底質に泥が含まれている海域では上々の結果であり、大阪湾では波や流れが適当

にあって、粘土 分が多少含んでいる海域がよいようで、この底質の差異による

と考えている。 

→そこで、田尻では港内に砂場がなく 5 年間うまくいっていないため、播種シート



上に砂を少し入れてみてはと砂 10袋を入れたが、場の改善につながっていない。 

⑥伊勢湾沿岸のアマモ場造成とその課題  

国分秀樹（三重県水産研究所 閉鎖性海域環境研究所） 

 

Ｑ．アマモが繁茂すれば貝桁網漁もわざわざ曳かない。貝を大きくして保存することに

繋がるのでは？ 

     →松阪では自主的管理でアマモ場ではとらない。御殿場では保護柵を設けている。

この違いは漁業者の意識の差異で、アマモ場周辺で大きなアサリがとれると実感

できているかどうかの違い。 

Ｑ．これまでノリ業者はアマモの小さな流れ藻でもノリの品質が低下するとしてアマモ

場を嫌ってきたが、貴報告結果からするとアサリの保護区にもなる、アマモ場造成

をすすめていくのか？ 

     →現状ではそれほどアマモ場造成を行っていない。 

Ｑ．5 月のゴールデンウイーク頃になると、アサリを育てても貝毒が出るが？ 

     →定期的にマウス試験、プランクトン調査を行い、基準値を超えているかどうかチ

ェックしている。 

⑦博多湾東部におけるアマモ場づくりの取り組み 

甲斐由将（福岡市港湾局 環境対策部） 

 

Ｑ．いくらかかりますか？ 

 →1,300 ㎡で 2,000 万円程度です。が、今年度の事業仕分けの一つになり、この事



業をやっていいかどうか審議されました。その結論は継続と要改善で、もっと市

民へ向けてテレビほかを通してもっとＰＲするべしとのこと。 

Ｑ．市民が頑張ってやっているのに、行政は目を向けないことが多くある。福岡市民が

知らなくてやれるのは、トップの判断なのか？どういうことで可能になっているの

か？ 

         →埋立事業で収賄が発覚し、悪名が高くなったことから、積極的にいいことをやろ

うということになった。エコパークゾーンは今後とも港湾局が担当していきます。 

4) 特別講演 みんなで取り組む海域環境の保全･改善 －研究者、市民、ＮＰＯの役割－ 

古川恵太（国土交通省 国土技術政策総合研究所） 

 

Ｑ．官という立場と行動する、発信する市民の立場の両方に立っておられ、官と市民を

つなげるにはどうしたらよいのか？官が名指しでＮＰＯ、市民団体に来いというの

か、または市民団体から要望されるのか? 

         →ケースバイケースである。国は市民と直接接触するが、自治体が接触する例はあ

るが、頻度は小さい。どなたか間に入ってコーディネイトする必要がある。行政

の立場で翻訳して。説明してもらう人が要る。半分民間、半分官の立場でという

ことで、うまくいっているように思う。 

 5) パネルディスカッション  

アマモ場の保全･再生活動の進展 －ＮＰＯ、市民は何を目指して、何をするか― 

  コーディネーター 前川行幸（三重大学生物資源学部） 

  パネリスト 研究者･行政の立場で      工藤孝浩（神奈川県水産技術センター） 

        市民活動の担い手として    西野ひかる（アマモサポーターズ） 

        事業者の立場で        岩井克巳（環境教育技術振興会） 

        連携機関として        田中正視（大阪湾見守りネット） 

        企業･市民活動･ＮＰＯの立場で 稲田 勉 （東洋建設㈱） 

・技術的なことは、問題はあるもののうまくいっている。市民との、また、地域との連

携を行うには問題があるのでは？ 

    →俳句の指導では、”きっかけ、気づき、気持を大事に”の 3 つの動機付けを念頭に

行っているが、それと同じ  で、アマモの再生活動においても笑顔に会いたい、

海に近づくきっかけづくりをしたい、豊かな海づくりのお役に立ちたいという気持

ちを培うことが大事です。 

 →地域の受益者として、それぞれが役割を担うことが大切では。 

 



 

 →行政はいつまでも期待できない。行政との連携は短期的には効果的だが、予算と人

も有限であり、一つのことにずっと関わることはできない。また、行政には市民に

できないことを行政はできるという強みがある。そこで、協働事業が大事になる。

成功事例では当事者意識のある団体、市民、ＮＰＯが必ずいます。行政は仏を作っ

ても、魂を入れません。 

    →地域の方々次第では？大阪湾見守りネットは立派な人の集団ですから、みんながバ

ラバラにならないよう、つないでいくことが自分の役割と思ってます。 

    →”きれいで、楽しくて、美味しくて”と言えるはずの海に元気がない。そこで、輪

っか、海輪っかづくりを行ってきたが、海だけではどうにもならないことに気づき、

上流側の人、若狭地区も含めた緩やかなネットワークづくりを行っています。いろ

いろな力を借りて、湾全体を良くすることを考えています。 

・うまくいかなかったところは何が原因で、また、どうしたら良かったのか？そして、

こういうところがうまくいけば、連携がうまくいくのにという点はありませんか？ 

    →新潟県加茂湖では漁協さんがアマモ場再生を目指してスタートし、2 年目からは小

学校の総合的学習として子ども達も加わり、漁協、小学校のほか地元コンサルさん

にも入って頂きましょうという枠組みづくりをし、実施してきた。しかし、4 年目

になると小学校の子ども達がうまく入ってくれなくなった。これは、当方の努力が

足りなかったこともあるが、行政(佐渡市)がもう少し動いてくれて、教育委員会と

の話し合いの中で意義をしっかり繋いでくれておればなと思う。今年も行ったが、

活動を続ける中で関係を修復していく。人との繋がりがキーワードで、繋がりをう

まく作れなかった失敗例として挙げました。 

・教育委員会はもっと動いてほしいと思いませんか？ 

 →基本的には諦めている。教育委員会を通してチラシを各校に配布しても、配るだけ

で反応なし。が、卒業生(小浜水産高校の生徒)が各校に行くと対応してくれる。そ

れでも各校の担当者が変わるとうまくいかないので、毎回毎回やっていってるとい

う感じですね。 

    →率直に言って、教育委員会はそういう仕事はできないと思う。無理です。自分達の

仕事でアップアップしている。そんな組織に仕事を増やしてと要望する方が間違っ

ている。教育委員会に迷惑をかけないよう、段取りするという形でないと駄目です。

こういうことをやりたいが、役所としてかんでおいてほしい。逃げないで下さい。

ただし、人やお金は全て段取りしますと言えば、教育委員会も元気になります。仕

事もしてくれます。 



・教育委員会にこれをしてくれというのではなく、これこれのことをやりたいから認め

てほしい。こういうことをやりますのでよろしくと言っても、なかなか動いてくれな

いですね。なんとかならないかと普段から思っているが。 

    →熱心な先生が各学校にポツリポツリとおられる。その先生方が動きやすい土壌づく

りということで、横浜市金沢地区の校長会がるが、その年度当初の校長会に代表を

送り、アマモ場再生会議として行う年度計画を説明しておく。これで、イベントの

チラシなどを各校に送ると、自動的に子ども達に届いている。 

・新聞、ラジオほかのメディアをとうしての広報は有効なのかどうか？メディアとの付

き合い方は？ 

    →大阪でも南の方にいくと出張費が出ないということで記者の方も来づらいというこ

とがあるが、われわれの仲間で潜るのが好きなテレビカメラマンや記者の方がおら

れる。その個人的な繋がりがわれわれの活動を広報してくれている。ある意味ギブ

アンドテイクの関係で、記者もこの活動を記事にすればどう自分のためになるのか

を考え、われわれも記事になれば何が得られるのかを考える。このバランスがうま

くかみ合った時にうまくいくのかなと思う。 

・みなさんそれぞれの立場で非常に活発に活躍されておられるが、個人的な能力に負う

ところが大きいということか? 

    →能力というより、これを｢やってほしい｣、｢やりたい｣と、諦めずにやる熱意だと思

う。 

    →自分を身の丈以上に見せたり、したり、求めたりせず、お互いが自分の持っている

ものを素直に出していれば、自然と声をかけられるし、かけやすくなる関係が生ま

れる。自分のやれない事を背伸びしてやろうなどと欲張りすぎるのはよくない。 

    →団体にはコーディネイト、コネクションをつける人が必要。 

・次に漁業者との関係ですが、どうでしょうか？ 

    →当初、ノリをつくる方々との軋轢がシビアーな問題としてあった。PL 法などから、

自分達のつくる製品に対して神経を尖らせていて、アマモの葉っぱなど異物の混入

は徹底的に排除したいという考えで、われわれが考える以上にナーバスで、なかな

か受け入れてもらえない状況であったが、とにかく顔を合わせる機会を増やすこと

で克服してきたのかなと思う。例えば、アマモの種まき会などイベントの会場を敢

えて反対勢力の多いところの漁港を使うとか、漁業者が来てもらえないことを承知

で、漁協事務所で夜にアマモ場活動の報告会を開くということで、われわれから漁

業者側に入っていく、そして、行でのイベントで漁業者の領域に普通の人をどんど

ん呼び込む。横浜という都会に漁港があり、漁業者がいること自体知らないという

ことが多かった。漁師から漁船などの説明を受けたりする中で、漁師も一般の人の

目で見られているという意識から、漁師にもだんだんと社会性がでてきて、そんな

感じで漁師も変化し、うまくいけるような雰囲気となった。しかし、時間はかかっ

た。5～6 年かかった。 

    →漁業者が高齢化していたり、仕事に忙しく余裕がないという中で、私達に都合の良

い、天気の良い休日のイベントでは、漁業者は釣りや漁の仕事にでたいということ

でうまくいっていないことがある。漁業者の方にしかできない役割、これを是非や

って下さいというようなことを考えていくのがよいのかなと感じた。 

    →アマモが生えているところのノリの方が色がいい。混ぜ物が入るが、今では機械と

かで十分洗浄、除去できる。このノリの色がいいということは、アマモ場の近くで

は物質循環が早くいくことから、アマモとノリが栄養を競合するのではなく、利用

できる栄養が多くなるということだと思う。アマモがあるからノリがある、アサリ



がわくということを漁師みんなが知っているところでは、漁師はアマモ場には絶対

入らない。 

・学校の先生方には｢どのようなことをするのかわからない｣という心配があるが、学習

指導案のメニューを作り、提示している。また、やって頂いた先生方にはほかの先生

方も集めた研究発表会で発表して頂いている。 

・漁師さんとの繋がりでは、やはり土日に活動するとどうしても駄目ですね。しかし、

環境が、アマモ場が悪くなればなるほど、漁師も本格的に取り組まなくてはと動いて

くれるようになっている。また、若い漁師さん達がブルーツーリズムで漁業体験など

をされており、それと一緒に、からめてアマモ場再生を行うことを計画している。 

・漁師さんとの会合は、昼間は駄目。17:00 に漁を終え、18:00 に食事という漁師の生活

サイクルに合わせないといけない。普段の日の 19:00 以降。 

(3) ポスター発表 

1) 発表者一覧 

 
2) ポスター発表の総括報告 

鍋島晴信（大阪府水産技術センター） 

①発表内容を大別すると以下のとおり。 

          ネットワーク活動 ４ 

          地域の活動 ３ 

          環境学習･地域連携 ６ 

          学術的調査･研究 ４ 



 

②ネットワーク活動 

・海をよくしたいと考える人々の情報交換ができ、成功例、失敗例を研究して、全

国的にどういうふうにやれば一番よいか、それを確立するのに役立つ。 

・いろいろな知識、全国的な交流･協力体制をつくることも重要。 

・同じ目的を持って運動する人が増えれば、社会的な認知度も高くなる。 

・サミットなどで成功例を発表することで張り合いになる。 

③地域の活動 

・調査･研究も地元の団体と手を取り合って行い、結果について逐次報告していくの

がよいのでは。 

④環境学習･地域連携 

・大学、水試から助言を受ける必要 

⑤学術調査･研究 

・成功事例の情報、アマモが生育するような場所を示すなどの助言を。 

・”アマモが元あった場所にという”こだわりがある場所についてはどんな環境条

件を整備すればよいかの助言を。 

⑥コメント 

・ぶれない目標を持って、市民団体から行政、他の団体に呼びかけて、全体的な協

力を進めていくこと。 

・それぞれの得意技を発揮すること。 

    3) ポスター展示状況 

  
 



７．｢全国アマモサミット2011｣特別企画 

(1) 海遊館ガイドツアー 

 参加者の殆どが海遊館などの水族館で将来働きたいと希望する福井県立小浜水産高校(12

人)、大阪コミュニケーションアート専門学校(11 人)の学生さんでしたので、定員 20 人のとこ

ろを海遊館さんにご無理をお願いして 25 人で実施した。 

 
 ツアーガイドはマリンメイトのほか本サミットスタッフで海遊館･飼育展示部･普及交流チー

ムの北藤真人さんにも同行して頂き、通常のルートのほか特別企画展｢ちいさな海のいきものた

ち かわいい！コレクション｣のアマモ水槽についても説明して頂いた。 

 参加した学生さんからは、飼育員の方々の普段の仕事風景やこのような場所で働いているん

だなということがわかり、自分達の将来を考えるのにとても参考になったと感謝の言葉をもら

いました。 

(2) アマモスケッチの展示と塗り絵コーナー 

 イラストレーターの福井美香さんは、アマモがどんな植物で、どんな役割を果たしているか

をイラストと説明文でわかり易く紹介されています。そこで、福井美香さんにこのイラストの

展示をお願いしました。(http://www015.upp.so-net.ne.jp/AmamoSketch/) 

また、海遊館に来られた方々に足をとめて頂き、アマモを少しでも知って頂くために、小学

生以下の子ども達が楽しめる塗り絵を行うことを計画し、福井美香さんにアマモおよびアマモ

場に生育する生き物を題材とした下絵(イラスト)をお願いしました。 

 1) アマモスケッチの展示 

   展示位置が講演会会場･ホール入り口への通路際であり、立ち止まり、ゆっくり目を通す

方は少なかった。また、塗り絵を描く子ども達の父兄も、子供から目を離せず、アマモス

ケッチに目を留める方は少なかった。 

   また、用紙サイズ A3 では、イラスト、文字とも小さく、人目を引くことも難しく、読み

づらいなどの問題があったと反省している。 

  



 

2) 塗り絵コーナー 

   立ち止まったのは海遊館に入館し、館内を一巡して退館した親子連れの 12 歳以下の子ど

も達で、予想以上に賑わいました。子どもは塗り絵が好きですね! 

   塗り絵枚数は 136 枚で、一人で複数枚描く子もいましたが、少なくとも 100 名の子ども

達が立ち寄ったことになります。 

   そこで、描かれた絵をみて一言。子ども達の多くがカニさんを赤く描いていることには

驚かされました。茹でる前のカニの姿をみる機会が少なく、お皿に盛られて食べる前の茹

で上がったカニ、赤く色づいたカニを思い浮かべる？これでは困りますね! 

  

  



  

  
(3) 水中写真展 

 アマモスケッチの展示と同じで、展示位置がホール入り口への通路際とその背面ということ

で人目に触れにくい場所であった。 

 展示して頂いた大阪コミュニケーションアート専門学校の城者先生には申し訳ない思いです。 

  

 

８．｢全国アマモサミット2011｣連携企画･淡路島由良アマモ見学ツアー 

アマモサミット前日、由良･生石研究村が連携企画として｢淡路島由良アマモ見学ツアー｣を実

施した。 

台風のような悪天候にもかかわらず、長崎県、鳥取県、石川県などから 35 人もの参加者があ

った。 

ツアーはエトワール生石に集合し、まず、大阪府立大学名誉教授･細田先生から｢由良湾にお

けるアマモ復活の経緯とその検証(自然と人間の共生の例)｣と題して、人と自然とどうかかわる

べきかについてご講演を頂いた。 

 



 

細田先生の講演のあと、由良湾成ヶ島の自然環境を見学した。 

 残念ながら船上からのアマモ場観察はできませんでしたが、由良･生石研究村運営協議会メン

バーの方から説明を受けながら、成ヶ島の海岸を散策しました。 

  

 散策のあと、エトワール生石に戻り、NPO 法人南港ウエットランドグループ理事の和田太一

さんから｢由良湾･成ヶ島のアマモ場での大発見｣、成ヶ島を美しくする会の平井真一さんから

｢由良湾のアマモ場とその周辺の生き物｣についてご講演頂いた。 

 このあと、夕食を摂りながらの交流会があり、楽しく、有意義で充実した一日でした。 

  

 

９．｢全国アマモサミット2011｣交流会 

講演･発表も全て終わったあと、海遊館に隣接している天保山マーケットプレース内のメルボ

ルンハウスで交流会を行った。参加者は講演者ほか合計 57 人で、予定していた以上の方々が参

加して頂き、盛会でした。 



島根大学･国井先生の開会挨拶と乾杯の音頭で始まり、皆さん和やかにお話されていました。

中締めは成ケ島を美しくする会･花野代表で、皆さんの今後の健康と活躍を祈念して、手の平を

上に向けた万歳三唱をし、これで終わりにと予定していましたが、この中締めでも終わらず、9

時過ぎにようやく終わりました。 

  

 

10．｢全国アマモサミット2011｣の広報関係 

(1) チラシとポスター 

 チラシ(A4)は300枚作成し、第1回～第3回の全国アマモサミットに参加者ほかに郵送した。 

また、ポスターはチラシの表面をA1サイズに拡大したものを20枚作成し、後援先ほかに郵送

し、掲示して頂くよう依頼した。 

  
(2) 海遊館とベイエリアのおもしろ情報紙  
上記情報誌の2011年10月25日発行の2011年11月号  VOL.212 に掲載して頂いた。  

 



 
(3) 朝日新聞 

 11月17日(神戸版)、11月19日(大阪版)で報道された。 

  



(4) ホームページ 

 全国アマモサミット2011のホームページ(http://www6.ocn.ne.jp/̃a-summit/)以外に、大阪

府と兵庫県の代表的なイベント情報掲示板に掲載した。 

  ・ＫＶネット関西人のためのボランティア活動情報ネット(http://www.kvnet.jp/) 

  ・ひょうごボランタリープラザ(http://www.hyogo-vplaza.jp/) 

 また、ボランティアスタッフの所属する団体のホームページでも、開催予告と事後報告を行

って頂いている。 

(5) 雑誌｢関西のつり2012.2月号｣ 

 



 
 

11．｢全国アマモサミット2011｣会計報告 

収入は受託金、協賛金、活動助成金ほかで1,142,500円、支出は旅費交通費、諸謝金ほかで

1,114,621円で、ほぼ収支が合いました。剰余金27,879円は次回のアマモサミット主催団体にお

渡しすることにします。 

また、実行委員会のゴム印、ストラップ名札入れなど今後も使用できるものも次回のアマモ

サミットし際団体に引き継ぎます。 

 



 

 なお、実行委員会監事･岩井克巳氏の会計監査を平成24年2月25日に受け、会計処理が適切に

行われたことを確認して頂きました。 

 


